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今号の表紙
長浜・北びわ湖大花火大会

水中花火や音楽と花火を融合させたミ
ュージック花火など、特色ある演出が
魅力の花火大会です。夜空と湖面を鮮
やかに彩る美しい彩りが、多くの人々
を魅了します。

市議会だよりは
「電子版」でも
ご覧いただけます。

令和8年5月特別議会
令和8年6月定例月議会



令和8年6月定例月議会
会期／ 6月5日～6月30日

令和8年5月特別議会
会期／ 5月20日

●賛否の分かれた議案等
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◯市長提出議案（5月20日採決）

第47号 長浜市病院事業の設置等に関する条例の一部
改正について

健康
福祉

賛成
多数 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇

※表内の「○」は賛成、「×」は反対を表します。
※会派名の「無」は、会派に属さない議員です。
※議長の伊藤喜久雄は採決に加わりません。

令和8年5月特別議会

　各常任委員会に付託された議案及び請願について審査内容の一部を紹介します。
　採択結果は11ページをご覧ください。

総務教育常任委員会　6月24日
●　 議案第55号　長浜市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について及び請願１件について審
査しました。

健康福祉常任委員会　6月23日
●　 議案第52号　長浜市税条例の一部改正について審査しました。

産業建設常任委員会　6月22日
●　 議案第53号　長浜バイオインキュベーションセンター条例の一部改正について　ほか1件の議
案及び請願1件について審査しました。

令和8年6月定例月議会　常任委員会審査報告

　議会活性化検討委員会では、議会の監視機能等の強化
を目的として、事務事業評価の仕組みづくりに取り組ん
できました。令和8年6月26日に、同委員会の正副委
員長が正副議長に対し、これまでの検討経過を報告しま
した。
　今後も、本格実施に向けて検討を進めてまいります。

議会活性化検討委員会報告
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令和8年6月定例月議会
会期／ 6月5日～6月30日

令和8年6月定例月議会  予算常任委員会報告
　各分科会での審査内容の一部を紹介します。採決結果は11ページをご覧ください。

予算常任委員会総務教育分科会　6月24日
Q　 議案第48号　令和8年度長浜市一般会計補正予算（第3号）のうち、認定こども園園舎等維持管理経
費について、あざい認定こども園の雨漏りは問題ないのか。

A　 強い雨や台風の際に発生している雨漏りについて、これまでは応急処置で対応してきたものの、早急
な解決が必要であるため、今回抜本的な改修を実施します。

Q　 昨今の物価高騰による資材調達への影響および工期は問題ないのか。
A　 防水改修に伴う塗料の不足が懸念されるものの、現時点では大きな影響はない見込みであり、工期内
に確実に工事を完了させるよう努めます。

予算常任委員会健康福祉分科会　6月23日
Q　 議案第50号　令和8年度長浜市病院事業会計補正予算（第1号）のうち電子カルテシステム等更新業
務について、更新することにより、特にどのような効果を期待しているのか。

A　 医療の質の向上につながること、またその結果、病院経営の改善につながることを期待しています。

予算常任委員会産業建設分科会　6月22日
●　   議案第48号　令和8年度長浜市一般会計補正予算（第3号）のうち（仮称）小谷城戦国体験ミュージア

ム整備工事及び展示造作物等制作業務について
Q　本補正予算が否決された場合どうなるか。
A　 国からの交付金等財源的に有利に進められる状況が変わってくるほか、県の北の近江振興プロジェクト
の中で唯一のハード整備ということもあり、同プロジェクトにも大きな影響を及ぼす懸念があります。

Q　 ミュージアムへの交通の便が非常に悪く、ロケーションに難があるのではないか。
A　 事業者が観光タクシーに力を入れているほか、長浜駅では無人でアプリからレンタカーを手配する仕
組みも備わっています。今後も事業者と連携して取り組んでいきます。

意見 　 高齢者が自分でアプリからレンタカーを手配するのは困難。シャトルバス等がない限り、目標とす
る年間3万人の入館者は見込めないのではないか。

Q　 目標入館者に対して何台分の駐車場が必要との想定か。
A　 目標入館者をほぼ充足する想定で敷地内に25台分を整備予定ですが、大勢の入館者が来られた際は、
600メートルほど離れた現在の小谷城戦国歴史資料館跡地を臨時駐車場として用いる予定です。

予算常任委員会（全体会）　6月26日
　各分科会から審査結果の報告を受け、予算常任委員会に付託された議案5件について、さらに総括的な
審査を行いました。その中で、議員3人から議案第48号　令和8年度長浜市一般会計補正予算（第3号）に
対する修正案が提出されたため、提案者から説明を受け、委員会で議論を行った結果、賛成多数により、
修正案を委員会提出議案として本会議で提案することになりました。

令和8年6月定例月議会　個人質疑
髙山　亨 議員 1． 議案第48号　長浜市一般会計補正予算（第3号）の債務負担行為　（仮称）小谷城戦国体

験ミュージアム整備工事（R8-R9）926,000（千円）について
  2． 議案第48号　長浜市一般会計補正予算（第3号）の債務負担行為（仮称）小谷城戦国体験

ミュージアム展示造作物等制作業務（R8-R9）309,000（千円）について
  3． 議案第48号　長浜市一般会計補正予算（第3号）の債務負担行為（仮称）小谷城戦国

体験ミュージアム整備工事（R8-R9）926,000（千円）および同展示造作物等制作業務
（R8-R9）309,000（千円）への国庫支出金の制約条件について

中川　勇 議員 1． 議案第50号　令和8年度 長浜市病院事業会計補正予算（第1号）について
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個人一般質問（質問者順）※下記の質問項目のうち、太字部分について要約し、5～ 10ページに掲載しています。
◯加納　義之 議員 ①地域公共交通の持続可能な運行と、移動の権利を保障するまちづくりについて
 ②長浜市における中学校部活動等の貸切バス利用支援制度の必要性について
 ③人口減少、若者定住対策について
◯杉本　英一 議員 ①長浜市立学校施設の簡易型ESCO事業による照明設備LED化委託業務について
 ②長浜市社会体育施設LED照明設備事業について
 ③都市計画道路3・4・10号地福寺神照線の供用開始について
 ④訴訟問題のその後について
◯橋本　典子 議員 ①盲導犬の受入れ及び視覚しょうがい者の接客について
 ②木造住宅耐震診断と耐震改修補助事業について　　③女性相談支援員について
 ④地域の図書館のあるべき姿について
◯田中　真浩 議員 ①長浜市の教育について
◯鋒山　紀子 議員 ①「終活」支援について
◯鬼頭　明男 議員 ①クビアカツヤカミキリ被害と対策について
 ②余呉湖における水草除去と外来魚対策について
 ③宅配ボックス補助金と制度の拡充について
 ④中小企業や小規模事業者への支援について
 ⑤スポーツを支援する環境の整備と充実について
◯岩川　信子 議員 ①性に関する指導について　　②民生委員・児童委員と福祉事業所との連携強化について
 ③長浜市病院再建・再編に伴う人材確保・職員の処遇について
◯中川　　勇 議員 ①長浜市の行政改革への取組について
 ②一部事務組合方式による共同事務の見直しについて
 ③ 市財政の逼迫強調に伴う地域社会の閉塞感及び職員による市の改革・やる気への影響等について
 ④ 国県からの補助・交付等対象事業にかかる採択の重みと事業取消(変更)等での影響について
 ⑤長浜市避難支援・見守り支えあい制度に係る個別避難計画等について
 ⑥県営ため池等整備事業「大井川地区事業計画」等の進捗状況について
◯千田　貞之 議員 ①地域公共交通について　　②物価高騰対策について　　③人口減少対策について
◯藤井　　登 議員 ①市立長浜病院の将来像と地域がん医療・地域医療体制の維持について
 ②国勢調査速報から見る長浜市の人口減少と今後の人口戦略について
 ③長浜市小学校陸上記録会の開催意義と今後の在り方について
 ④第4期長浜市教育振興基本計画の策定意義と実効性について
◯大橋　延行 議員 ①市立長浜病院の経営改善について
 ②長浜市病院再建・再編推進本部の協議内容について
 ③長浜市立湖北病院の建て替えについて
◯村山さおり 議員 ①長浜市総合計画基本構想策定における市民参画について
 ②身寄りのない高齢者等への支援について
◯押谷　正春 議員 ①姉川・高時川修復事業について　　②竹生島の環境について
 ③冨田人形の補助金増額について
◯髙山　　亨 議員 ①「戦国ベルト地帯構想」について　　②湖北の保全すべき自然環境について
 ③病院再編等について
◯矢守　昭男 議員 ①浅井体育館の閉館後における利用者の代替施設について
 ②県指定文化財の赤田氏庭園を活かした新たな観光エリアについて
 ③浅井診療所の建物の維持管理について
 ④デジタル教育環境とアナログ（紙）教材等の重要性や美文字が書きにくい子ども達の課題への対応について
 ⑤県道東野～虎姫線（273号線）の東野付近の道路拡張について
 ⑥浅井歴史民俗資料館への観光客誘致や学びの場としての持続可能な施設運営等について
 ⑦長浜市における県産材「びわ湖材」の利用促進の状況と課題への対応策について
◯中川リョウ 議員 ①新たな地域医療ビジョンを踏まえた地域医療体制の再構築について
 ②観音の里を核とした文化観光の推進について
 ③道路交通法施行令改正を踏まえた通学路の安全対策について
 ④北部地域における持続可能な公共交通の維持・確保について
◯北川　陽大 議員 ①部活動の地域展開に関する活動環境について　　②湖北の医療の将来について
 ③北近江豊臣博覧会の目指す目標と終了後の2027年以降の施策について
 ④小谷城跡と（仮称）小谷城戦国体験ミュージアムの計画内容について
◯多賀　修平 議員 ①旧虎姫西地区について

6月定例月議会では、
18人の議員が個人一般質問を行いました。
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個 人 一 般 質 問個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！
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あ
る
べ
き
姿

橋
本
　
典
子
　
議
員

 

（
日
本
共
産
党
）一般質問

録画映像QR

3・4・10号地福寺神照線
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個 人 一 般 質 問個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

問
い
じ
め
・
不
登
校
等
、

教
育
現
場
で
は
問
題
が
山

積
し
様
々
な
取
組
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
れ
も
対

症
療
法
の
域
を
出
ず
本
質

の
改
善
に
は
近
づ
い
て
い

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

体
質
改
善
に
は
道
徳
が
必

要
と
考
え
る
が
、
道
徳
教

育
の
重
要
性
を
問
う
。

答
道
徳
教
育
は
極
め
て

重
要
だ
と
認
識
し
て
お

り
、
本
市
で
は
「
第
4
期

長
浜
市
教
育
振
興
基
本
計

画
」
に
道
徳
教
育
を
充
実

さ
せ
、他
人
を
思
い
や
り
、

長
浜
を
愛
す
る
子
ど
も
の

育
成
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

現
在
学
校
で
は
、
道
徳
科

の
授
業
を
要
と
し
つ
つ
、

互
い
を
尊
重
し
合
う
学
校

文
化
の
醸
成
に
努
め
る
と

と
も
に
、地
域
と
連
携
し
、

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て

行
動
で
き
る
道
徳
的
実
践

力
を
高
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

長
浜
市
の

道
徳
教
育
の
重
要
性
と
は

田
中
　
真
浩
　
議
員

 
（
新
し
い
風
）一般質問

録画映像QR

問
「
終
活
」
に
関
す
る
相

談
は
多
岐
に
わ
た
り
、
相

談
先
が
わ
か
り
に
く
い
と

い
う
課
題
が
あ
る
。
尊
厳

あ
る
終
活
を
伴
走
支
援
す

る
た
め
に
、「
包
括
的
相

談
・
調
整
窓
口
」
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
問

う
。

答
本
市
で
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
が
連

携
し
、
高
齢
者
の
権
利
擁

護
や
見
守
り
等
に
取
り
組

み
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
「
高
齢
者
の
ま
る
ご

と
相
談
窓
口
」
と
し
て
、

終
活
等
の
お
悩
み
も
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
現
在
策

定
中
の
次
期
ゴ
ー
ル
ド
プ

ラ
ン
に
「
頼
れ
る
身
寄
り

の
な
い
高
齢
者
等
へ
の
支

援
体
制
の
構
築
」
を
施
策

と
し
て
新
た
に
位
置
付

け
、「
包
括
的
相
談
・
調

整
窓
口
」
の
設
置
も
含
め

た
支
援
方
策
の
検
討
を
重

点
テ
ー
マ
と
し
て
協
議
を

開
始
し
て
い
ま
す
。今
後
、

ま
ず
は
関
係
機
関
と
の
意

見
交
換
等
を
行
い
、
他
自

治
体
の
先
進
事
例
の
情
報

収
集
等
に
努
め
ま
す
。

「
終
活
」
包
括
的
相
談
・
調
整

窓
口
の
整
備
を

鋒
山
　
紀
子
　
議
員

 

（
公
明
党
）一般質問

録画映像QR

問
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
補
助
金

と
制
度
拡
充
に
つ
い
て
市

の
見
解
を
問
う
。

答
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
は
再

配
達
削
減
や
利
便
性
向
上

に
寄
与
し
、
共
働
き
や
高

齢
者
世
帯
の
増
加
を
背
景

に
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
本
市
で
は
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向

け
、
令
和
5
年
度
か
ら
設

置
補
助
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
購
入
や
設
置

費
用
の
2
分
の
1
（
上
限

5
0
0
0
円
）
を
補
助
す

る
も
の
で
、
令
和
7
年
度

に
は
1
8
2
件
の
ご
利
用

を
い
た
だ
く
な
ど
、
高
い

ニ
ー
ズ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
税
込
の
購
入
価
格
を

対
象
と
し
、
手
頃
な
製
品

か
ら
幅
広
く
活
用
で
き
る

た
め
、
県
内
他
市
と
比
較

し
て
も
、
利
用
し
や
す
い

制
度
で
す
。
今
後
も
市
民

の
需
要
動
向
を
注
視
し
、

制
度
の
周
知
に
努
め
な
が

ら
、
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
普

及
を
通
じ
て
脱
炭
素
社
会

の
実
現
と
市
民
生
活
の
利

便
性
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。

脱
炭
素
社
会
へ

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
普
及
の

推
進
を
！

鬼
頭
　
明
男
　
議
員

 

（
日
本
共
産
党
）一般質問

録画映像QR
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個 人 一 般 質 問個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

問
支
援
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
や
家
庭
を
地
域
で
見

守
り
支
え
る
た
め
、
本
市

に
お
け
る
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
連
携

の
現
状
認
識
と
、
今
後
の

連
携
強
化
の
取
組
に
つ
い

て
問
う
。

答
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
と
の
連
携

は
重
要
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
し
ょ
う
が
い
福
祉
施

策
に
関
す
る
出
前
講
座
等

を
通
じ
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
皆
さ
ま
に
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
現

状
や
役
割
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
複
雑
な
課

題
を
抱
え
る
し
ょ
う
が
い

の
あ
る
児
童
や
そ
の
家
庭

に
対
し
、
一
人
ひ
と
り
の

状
況
や
支
援
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
、
事
業
所
と
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
の
連
携

に
努
め
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

福
祉
事
業
所
と
の
連
携
強
化
を

岩
川
　
信
子
　
議
員

 
（
恵
風
会
）一般質問

録画映像QR

問
近
年
の
異
常
気
象
か
ら

い
つ
下
流
の
氾
濫
が
発
生

す
る
か
も
知
れ
な
い
。
大

井
川
2
期
地
区
工
事
の
進

捗
状
況
と
当
面
の
下
流

域
の
氾
濫
抑
制
対
応
を
問

う
。

答
進
捗
状
況
は
、
1
期
地

区
工
事
完
了
後
、
速
や
か

に
着
手
出
来
る
よ
う
、
現

在
2
期
地
区
工
事
の
詳
細

設
計
業
務
に
向
け
て
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。
下
流
域
の
氾
濫
抑

制
対
応
は
大
井
川
流
域
の

開
発
事
業
に
お
い
て
、
事

業
者
か
ら
の
流
量
計
算
を

確
認
し
調
整
池
の
設
置
等

の
指
導
を
行
い
、
大
井
川

へ
の
雨
水
排
水
量
の
調
整

を
行
っ
て
い
ま
す
。
1
期

地
区
工
事
が
完
了
す
る
と

鬼
川
・
大
井
川
か
ら
長
浜

新
川
へ
の
バ
イ
パ
ス
水
路

の
整
備
効
果
に
よ
り
下
流

域
へ
の
大
幅
な
流
量
の
軽

減
が
図
れ
ま
す
。
引
き
続

き
、
県
と
共
に
大
井
川
1

期
地
区
工
事
の
早
期
完
了

と
2
期
地
区
工
事
の
早
期

工
事
着
手
に
向
け
て
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

大
井
川
地
区
事
業
の

進
捗
状
況
と

当
面
の
氾
濫
抑
制
対
応
は
？

制
対
応
は
？

中
川
　
勇
　
議
員

 

（
新
し
い
風
）一般質問

録画映像QR

問
少
子
高
齢
化
が
進
み
公

共
交
通
の
地
域
間
格
差
が

あ
り
、
長
浜
市
北
部
に
お

い
て
は
タ
ク
シ
ー
事
業
者

の
廃
業
に
よ
り
、
高
齢
者

な
ど
の
移
動
手
段
が
減
少

し
、
行
動
エ
リ
ア
が
限
ら

れ
不
便
な
状
況
で
あ
る
。

持
続
可
能
な
公
共
交
通

を
守
る
た
め
の
施
策
を
問

う
。

答
交
通
空
白
地
に
お
け
る

交
通
手
段
と
し
て
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て

お
り
、
各
地
区
外
の
区
域

外
停
留
所
を
設
置
し
た
こ

と
で
利
便
性
が
高
ま
り
、

利
用
者
が
増
加
す
る
一
方

で
、
公
費
負
担
割
合
が
増

大
し
て
い
ま
す
。
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
は
乗
合
い
が

基
本
で
す
が
乗
合
率
が
低

い
た
め
、
乗
合
率
の
向
上

を
目
的
と
し
た
割
引
制
度

を
行
う
予
定
で
す
。
持
続

可
能
な
地
域
公
共
交
通
体

系
の
再
構
築
・
維
持
に
向

け
、
今
後
も
よ
り
良
い
地

域
公
共
交
通
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
の
改
善
を
！

千
田
　
貞
之
　
議
員

 

（
恵
風
会
）一般質問

録画映像QR

大井川上流（山階町）のバイパス水路整備工事

ながはま市議会だより7



個 人 一 般 質 問個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

問
市
立
長
浜
病
院
の
駐
車

場
は
、
平
日
だ
け
で
な
く

休
日
に
も
多
く
の
車
両
が

駐
車
さ
れ
て
い
る
。
本
来

の
目
的
以
外
の
駐
車
も
見

受
け
ら
れ
る
た
め
、
有
料

化
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
ど

の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
て

き
た
の
か
伺
う
。

答
市
立
長
浜
病
院
で
は

5
6
9
台
分
の
来
院
者

用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
て
お
り
、
平
日
は
概
ね

適
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る

一
方
、
長
時
間
駐
車
や
来

院
目
的
以
外
と
思
わ
れ
る

車
両
も
見
受
け
ら
れ
る
た

め
、
警
備
員
に
よ
る
巡
視

を
行
っ
て
い
ま
す
。
有
料

化
に
よ
り
、
適
正
利
用
の

促
進
や
混
雑
緩
和
、
収
益

を
病
院
運
営
の
管
理
費
等

に
充
当
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
来
院
者
の
負

担
や
運
営
方
法
等
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
他

病
院
の
事
例
も
参
考
に
、

経
営
改
善
の
実
現
可
能
性

と
駐
車
場
の
適
正
利
用
等

と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た

手
法
に
つ
い
て
情
報
収
集

に
努
め
ま
す
。

市
立
長
浜
病
院
駐
車
場
の

適
正
管
理
と

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

藤
井
　
登
　
議
員

 
（
恵
風
会
）一般質問

録画映像QR

問
令
和
7
年
1
月
以
降
、

改
善
計
画
に
基
づ
き
経
営

改
善
に
努
め
て
こ
ら
れ

た
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と

令
和
7
年
度
決
算
の
見
込

み
に
つ
い
て
問
う
。

答
市
立
長
浜
病
院
の
令
和

7
年
度
の
決
算
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
の
経
常
損
益

赤
字
と
比
較
し
、
8.9
億
円

収
支
改
善
し
、
経
常
損
失

9.8
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
国
・
県
・
市
の
支
援

と
し
て
約
3.1
億
円
を
受
領

し
た
こ
と
も
、
収
益
改
善

の
大
き
な
要
因
で
す
が
、

支
援
金
を
除
い
て
も
経
営

改
善
実
行
計
画
と
比
較
し

て
3.6
億
円
改
善
し
、
計
画

目
標
を
上
回
っ
て
達
成
す

る
見
込
み
で
す
。
経
営
改

善
の
成
果
に
つ
い
て
は
、

各
種
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
取
組
等
に
よ

り
、
費
用
の
削
減
等
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
経
営
改
善
実
行

計
画
の
着
実
な
実
行
と
前

倒
し
実
施
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
収
支
改
善
に
努
め
ま

す
。

市
立
長
浜
病
院
の

経
営
改
善
の
取
組
の
成
果

大
橋
　
延
行
　
議
員

 

（
恵
風
会
）一般質問

録画映像QR

問
身
寄
り
の
な
い
高
齢

者
の
緊
急
連
絡
先
や
葬

儀
・
納
骨
等
の
希
望
を
事

前
に
登
録
す
る
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実

施
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
が
、
本
市
で
も
こ
の
よ

う
な
事
業
を
導
入
す
る
考

え
は
あ
る
か
問
う
。

答
本
市
で
は
次
期
ゴ
ー
ル

ド
プ
ラ
ン
に
「
頼
れ
る
身

寄
り
の
な
い
高
齢
者
等
へ

の
支
援
体
制
の
構
築
」
を

施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置

づ
け
て
お
り
ま
す
。
病
気

等
で
意
思
表
示
が
で
き
な

く
な
っ
た
り
、
亡
く
な
ら

れ
た
時
に
備
え
、
終
活
に

関
連
す
る
情
報
を
市
に
登

録
い
た
だ
く
「
終
活
情
報

登
録
制
度
」
を
具
体
的
な

実
施
事
業
の
一
つ
と
し
、

他
自
治
体
の
先
進
事
例
も

参
考
に
し
、
高
齢
者
の
支

援
に
あ
た
る
関
係
機
関
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
高
齢

者
の
安
心
に
つ
な
が
る
制

度
と
し
て
、
根
付
い
た
も

の
と
な
る
よ
う
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
へ
の

支
援
体
制
の
構
築
を

村
山
　
さ
お
り
　
議
員

 

（
つ
な
ぐ
長
浜
）一般質問

録画映像QR
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個 人 一 般 質 問個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

問
市
と
し
て
姉
川
・
高

時
川
修
復
事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
問

う
。

答
本
事
業
に
つ
い
て
は
、

姉
川
河
口
か
ら
難
波
橋
の

約
2.9
㎞
区
間
に
お
い
て
、

令
和
6
年
か
ら
堤
防
強
化

対
策
等
を
行
い
、
令
和
7

年
に
は
概
ね
こ
れ
ら
の
工

事
が
完
了
し
、
現
在
は
河

道
掘
削
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
高
時
川
上

流
部
で
は
、
令
和
4
年
8

月
豪
雨
で
の
被
災
家
屋
の

被
害
程
度
を
軽
減
す
る
対

策
と
し
て
、
浚
渫
・
河
道

掘
削
が
進
め
ら
れ
、
本
年

度
よ
り
下
丹
生
地
先
の
堤

防
嵩
上
げ
工
事
に
着
手
さ

れ
て
い
ま
す
。
事
業
進
捗

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
へ

県
営
事
業
の
進
捗
確
認
と

今
年
度
事
業
内
容
に
つ
い

て
県
と
調
整
会
議
を
実
施

し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
常
に
県
の
担
当
者

と
情
報
交
換
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
各
自
治
会
へ
の

地
元
調
整
等
を
行
う
中
で

進
捗
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

姉
川
・
高
時
川
修
復
事
業

押
谷
　
正
春
　
議
員

 
（
新
し
い
風
）一般質問

録画映像QR

問
県
内
唯
一
の
湖
北
野
鳥

セ
ン
タ
ー
や
環
境
省
の
稀

な
施
設
が
あ
り
、
県
内
外

で
も
、
こ
の
湖
北
琵
琶
湖

の
自
然
環
境
が
鳥
類
の
生

息
地
と
し
て
貴
重
だ
と
認

め
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に

絶
滅
危
惧
の
イ
ヌ
ワ
シ
や

ク
マ
タ
カ
、
天
然
記
念
物

で
珍
し
い
オ
オ
ワ
シ
の
飛

来
な
ど
、
余
呉
か
ら
伊
吹

山
系
の
山
岳
地
帯
の
環
境

保
全
も
大
切
で
、
鳥
類
保

護
の
た
め
に
行
政
が
で
き

る
こ
と
は
何
か
問
う
。

答
湖
北
の
自
然
は
全
国
に

誇
る
べ
き
か
け
が
え
の
な

い
財
産
で
、
魅
力
を
発
信

し
つ
つ
長
浜
市
環
境
基
本

条
例
の
理
念
の
も
と
、
多

様
な
生
態
系
を
健
全
な
状

態
で
次
の
世
代
へ
引
き
継

ぐ
こ
と
は
、
市
の
重
要
な

責
務
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
自
然

環
境
を
良
好
な
状
態
の
ま

ま
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
、
ク
マ
タ
カ
や
イ

ヌ
ワ
シ
の
生
息
基
盤
の
森

林
の
生
態
系
の
保
全
等
に

も
努
め
ま
す
。

希
少
ワ
シ
・
タ
カ
、
水
鳥
の

貴
重
な
生
息
地
湖
北
の

自
然
環
境
保
全
を

髙
山
　
亨
　
議
員

 

（
日
本
共
産
党
）一般質問

録画映像QR

問
現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
協
力
し
て
頂
き
な

が
ら
、
校
外
学
習
と
し
て

昔
の
暮
ら
し
体
験
を
さ
れ

お
り
、
大
変
貴
重
な
学
び

の
場
と
し
て
、
浅
井
歴
史

民
俗
資
料
館
の
存
続
は
必

要
不
可
欠
な
施
設
だ
が
、

地
元
の
湯
田
地
域
等
と
の

連
携
や
、
今
後
の
学
び
の

場
と
し
て
持
続
可
能
な
施

設
運
営
に
つ
い
て
問
う
。

答
浅
井
歴
史
民
俗
資
料
館

を
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安

定
的
に
運
営
し
て
い
く
為

に
は
、
効
率
的
で
持
続
可

能
な
施
設
運
営
な
運
営
体

制
の
構
築
が
必
要
で
あ
り
、

「
長
浜
市
歴
史
文
化
基
本
構

想
」
の
方
針
に
基
づ
き
、
運

営
に
つ
い
て
は
令
和
9
年

度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
導
入
後
も
資
料
館

が
果
た
す
べ
き
役
割
を
維

持
・
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
学

校
や
地
域
団
体
と
連
携
強

化
、
体
験
事
業
の
充
実
な

ど
を
進
め
、
よ
り
多
く
の
子

ど
も
達
が
歴
史
や
文
化
に

親
し
め
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

浅
井
歴
史
民
俗
資
料
館
の

持
続
可
能
な
施
設
運
営
等
を

矢
守
　
昭
男
　
議
員

 

（
新
し
い
風
）一般質問

録画映像QR

浅井歴史民俗資料館

イヌワシの生態と余呉風力発電計画
（日本イヌワシ研究会提供）

ながはま市議会だより9



個 人 一 般 質 問個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

問
地
域
住
民
の
暮
ら
し
の

中
で
守
り
継
が
れ
て
き
た

「
観
音
の
里
」
の
文
化
的

価
値
や
、
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト

エ
ク
ス
プ
レ
ス
瑞
風
の
周

遊
ル
ー
ト
に
選
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
よ
る
観
光
資

源
と
し
て
の
可
能
性
を
踏

ま
え
、
伊
香
33
ヶ
所
を
令

和
の
視
点
で
再
編
集
し
、

観
音
文
化
を
活
か
し
た
面

的
か
つ
滞
在
型
の
観
光
振

興
を
推
進
し
て
い
く
考
え

に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

答
令
和
9
年
の
滋
賀
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
見
据
え
伊
香

33
ヶ
所
を
活
か
し
た
観
音

の
里
を
巡
る
観
光
に
力
を

い
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

す
で
に
J
R
西
日
本
と

連
携
し
た
湖
北
観
音
ツ

ア
ー
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
観
音
の
里
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
に
よ
る
巡
回
バ
ス

等
の
実
施
な
ど
、
観
光
協

会
と
の
観
音
ツ
ア
ー
を
進

め
て
お
り
、
こ
う
し
た
取

組
を
通
じ
て
観
音
文
化
を

活
か
し
た
滞
在
型
観
光
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

観
音
の
里
を
核
と
し
た

文
化
観
光
の
推
進

中
川
　
リ
ョ
ウ
　
議
員

 
（
新
し
い
風
）一般質問

録画映像QR

問
目
標
来
場
者
数
が
年
間

3
万
人
。
収
支
予
測
は
収

入
2
3
3
1
万
円
、
経
費

は
3
5
6
6
万
円
で
最
終

的
な
収
支
は
1
2
3
5
万

円
の
赤
字
と
さ
れ
て
い
る

が
、
目
標
来
場
者
数
を
達

成
し
た
上
で
の
数
字
な
の

か
問
う
。

答
年
間
入
館
者
数
3
万

人
は
安
定
的
に
確
保
す

べ
き
来
場
者
数
と
し
て
設

定
し
、
こ
の
人
数
か
ら
1 

2
3
5
万
円
の
赤
字
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。
長
浜
城

歴
史
博
物
館
で
は
収
入
か

ら
経
費
を
差
し
引
く
と
、

マ
イ
ナ
ス
5
3
0
0
万

円
。
他
県
の
歴
史
博
物
館

に
至
っ
て
は
年
間
マ
イ
ナ

ス
1.5
億
円
や
2
億
円
の
施

設
も
あ
り
ま
す
。
小
谷
城

戦
国
歴
史
資
料
館
は
、
大

河
ド
ラ
マ「
豊
臣
兄
弟
！
」

の
影
響
に
よ
り
ピ
ー
ク
時

に
昨
年
比
4
倍
も
の
入
館

者
数
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
関
心
の
高
ま
り
を
一
過

性
で
終
わ
ら
せ
ず
、
よ
り

多
く
の
方
の
利
用
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
仮
称
）
小
谷
城
戦
国
体
験

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
収
益
性
と

利
用
者
数

北
川
　
陽
大
　
議
員

 

（
つ
な
ぐ
長
浜
）

一般質問
録画映像QR

問
こ
こ
数
年
旧
虎
姫
西

地
区
の
治
水
に
つ
い
て
お

願
い
を
し
て
き
た
が
、
結

局
何
も
し
て
い
た
だ
け
な

か
っ
た
の
が
現
実
で
あ

る
。
な
ぜ
で
き
な
か
っ
た

の
か
問
う
。

答
整
備
が
進
ん
で
い
な
い

要
因
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
、
事
業
主
体
、
下

流
か
ら
行
う
と
い
う
技
術

的
な
制
約
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
今
年
度
秋
以
降
に

唐
国
町
地
先
に
お
い
て
、

河
川
内
の
竹
木
の
伐
採

と
浚
渫
を
実
施
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。
こ
れ
は

下
流
能
力
の
確
保
に
資
す

る
も
の
で
あ
り
、
虎
姫
地

域
の
治
水
安
全
度
の
向
上

に
向
け
た
取
組
の
一
つ
で

す
。
姉
川
・
高
時
川
の
整

備
は
河
口
部
か
ら
順
次
、

堤
防
強
化
や
河
川
堀
削
等

の
工
事
が
着
実
に
進
捗

し
、
今
後
は
虎
姫
地
先
で

の
整
備
も
視
野
に
入
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。今
後
も
、

引
き
続
き
県
と
と
も
に
早

期
の
河
川
整
備
促
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

旧
虎
姫
西
地
区
の
治
水
対
策

が
で
き
な
か
っ
た
理
由
と
は

た
理
由
と
は

多
賀
　
修
平
　
議
員

 

（
恵
風
会
）一般質問

録画映像QR

ながはま市議会だより 10



令和8年6月定例月議会議決結果表令和8年6月定例月議会議決結果表
●賛否の分かれた議案等

議案
番号 案件

付
託
先
委
員
会

会派

議員

議決結果

新しい風 恵風会 日本
共産党

つなぐ
長浜

公
明
党
無

押
谷　

正
春

加
納　

義
之

竹
本　

直
隆

田
中　

真
浩

中
川　
　

勇

中
川
リ
ョ
ウ

矢
守　

昭
男

伊
藤
喜
久
雄

岩
川　

信
子

大
橋　

延
行

千
田　

貞
之

多
賀　

修
平

藤
井　
　

登

鬼
頭　

明
男

髙
山　
　

亨

橋
本　

典
子

北
川　

陽
大

村
山
さ
お
り

鋒
山　

紀
子

杉
本　

英
一

◯委員会提出議案（6月30日採決）

第3号 議案第48号　令和8年度長浜市一般会計補正
予算（第3号）に対する修正案　※ － 賛成

多数 可決 × × × × × × × － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

◯市長提出議案（6月30日採決）

第48号 議案第48号　令和8年度長浜市一般会計補正
予算（第3号）（修正部分を除く原案）※ 予算 賛成

多数 可決 × × × × × × × － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

◯請願（6月30日採決）

第2号 小谷城戦国体験ミュージアム計画再考の請願 産業
建設

賛成
多数 採択 × × × × × × × － 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※ 議案第 48号に対する修正案が可決されたため、修正部分を除く他の原案について採決を行い、可決しました。　
※ 表内の「○」は賛成、「×」は反対を表します。
※ 会派名の「無」は、会派に属さない議員です。
※ 議長の伊藤喜久雄は採決に加わりません。

●全員一致で可決・同意したもの
○市長提出議案（6月 30日採決）
議案番号 件　名 付託先委員会

第49号 令和8年度長浜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 予算

第50号 令和8年度長浜市病院事業会計補正予算（第1号） 予算

第51号 令和8年度長浜市公共下水道事業会計補正予算（第1号） 予算

第52号 長浜市税条例の一部改正について 健康福祉

第53号 長浜バイオインキュベーションセンター条例の一部改正について 産業建設

第54号 長浜市公共下水道等使用料条例の一部改正について 産業建設

第55号 長浜市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 総務教育

第56号 令和8年度長浜市一般会計補正予算（第4号） 予算

◯請願（6月30日採決）

第3号 歴史的価値を有する公共施設の保存および有効活用に関する請願書　※ 総務教育

※「趣旨採択」として全員一致で採択されました。

趣旨採択とは、
請願について、趣旨は妥当であるため不採択とすることもできないが、実現性の面で確信がもてないといった
場合にとられる請願に対する決定方法のひとつです。

ながはま市議会だより11



次回議会だよりの
発行は
11/1を
予定しています。

長浜市議会
広報広聴委員会
TEL 65-6547

　

こ
の
号
が
皆
さ
ま
の
お
手
元
に

届
く
頃
に
は
、
改
選
に
よ
り
、
新

た
な
体
制
の
本
議
会
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
議
員

一
同
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
市
政

に
届
け
る
と
い
う
使
命
を
胸
に
、

気
持
ち
新
た
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
も
、
よ
り
身
近
で

分
か
り
や
す
く
、
本
議
会
の
活
動

を
お
伝
え
で
き
る
紙
面
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
愛
読
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
ご
意
見
や
ご
感
想
を
お

寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

 

広
報
広
聴
委
員　

矢
守　

昭
男

8月12日（水）　招集議会
8月20日（木）　定例常任委員会
8月24日（月）　議会運営委員会
8月31日（月）　9月定例月議会本会議（議案上程、提案説明）
9月　2日（水）　議会運営委員会
9月10日（木）　本会議（質疑、会派代表質問）
9月11日（金）　本会議（個人一般質問）
9月14日（月）　本会議（個人一般質問）
9月15日（火）　産業建設常任委員会、予算分科会、決算分科会
9月17日（木）　健康福祉常任委員会、予算分科会、決算分科会
9月24日（木）　総務教育常任委員会、予算分科会、決算分科会
9月28日（月）　予算常任委員会、決算特別委員会
9月30日（水）　9月定例月議会本会議（委員会報告、討論、採決）

※ 日程は変更される場合があります。このほかにも随時、議会運営委員会等が開催されます。
　 詳しくはホームページまたは議会事務局へご確認ください。

今後の会議予定（8月1日以降） 議会を傍聴しよう
定例月議会は、3月、6月、9月、
12月に開催します。傍聴をご希
望の方は、会議開催日に、長浜市
役所6階議会事務局までお越しく
ださい。

議会をもっと知ろう
議会についての
ホームページは
こちらから見ら
れます。

長浜市議会の3つの常任委員会（総教・健福・産建）は、各テーマについて調査・研究を重ねてきました。
市民生活の向上と持続可能なまちづくりを進めるため、市長に対し政策提言を行いました（令和8年6月2日提出）。

総務教育常任委員会

市民アンケートで明らかになった課題を踏まえ、災害時の
情報伝達の充実をはじめ、市民の防災意識向上と地域防災
力の強化を図り、災害に強い長浜市を実現するための積極
的な取組を求めました。

主な提言項目

❶ 「伝わったか」を基準とした情報伝達体制の再構築
❷ スマートフォン不所持者への情報伝達手段の確保
❸ 地域コミュニティ（共助）を通じた「日常的つながり」
　 の再構築
❹ 要配慮者への情報伝達強化
❺ 防災教育の充実と市民意識の向上
❻ 情報の「わかりやすさ」改善と地域別発信

提言書の全文はこちらから▶▶▶

健康福祉常任委員会

発達支援を必要とする子どもやその家族が安心して暮らせ
るよう、児童発達支援センターを核とした包括的な療育支
援体制を構築するための積極的な取組を求めました。

主な提言項目

❶ 児童発達支援センターを中核とした、庁内及び
　 民間事業者との連携体制の構築
❷ 子どもと家族を一体で支える伴走型支援の強化
❸ 専門職による地域循環モデルの構築
❹ ペアレントメンター制度の導入・育成
❺ 医療的ケア児とその家族を支える包括的
　 支援体制の構築

提言書の全文はこちらから▶▶▶

産業建設常任委員会

担い手不足や農業者の高齢化、農地集約化などの課題を踏
まえ、スマート農業の活用や人材育成、地域連携による持
続可能な農業の実現に向けた積極的な取組を求めました。

主な提言項目

❶ 担い手確保・人材育成の抜本的強化について
❷ 農地集約化・地域計画の実効性向上について
❸ スマート農業の「活用型」支援への転換について
❹ 農業機械の共同利用・共同経営体の支援について
❺ 有機農業・環境配慮型農業の推進
　 について

提言書の全文はこちらから▶▶▶

政策提言
とは？

議会の調査・研究活動を通じて明らかになった課題や市民の皆さまの
声をもとに、市政の改善や施策の実現を働きかけるものです。
今後も、市民目線での提言を行い、開かれた議会を目指します。

政策提言の
プロセス

意見交換・検討 政策提言 市政への反映調査・研究

市長に政策提言を行いました
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